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をしていることが見出された。またフルオアパタイト焼結体中には一軸回転をする C 2- の信号が観測された。この
信号強度はC03 2ーをドープし合成すると増大し，測定された 1 --300GY の範囲では照射線量に比例して増加した。
これは合成アパタイト焼結体を放射線量の空間的な分布を測定する「イメージングプレート」として使用可能である
ことを実験的に示した。





第 4 章では，生体アパタイト(歯牙エナメル質，骨)を用いた ESR 線量測定法の発展のための実験的研究を行っ
た。歯牙エナメル質を用いた ESR 線量測定法の最適条件を求めた。有機ラジカルによるパックグラウンド信号を除
去することによって，線量の見積り可能下限値を10mGy まで下げることができた。この手法でチェルノブイリ原子
力発電所事故の南50Km にあるゴメリの住民の外部被曝線量を測定した。測定した 8 人に対して得られた線量は，自
然放射線も含めて20--70mGy であった。さらに，人の歯を抜かずに ESR の測定を行う装置の開発を試みた。この装





牙の ESR 年代測定を行った。また，チェルノブイリ近傍の住民の被曝線量を抜歯歯牙から求め， In-vivo ESR 線量
計を試作した。博士(理学)の論文として価値あるものと認める O
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